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-　松島町手樽地区 2012 年 1月 13 日（金）
報告 者 名 岡田　浩樹 被調査者生年　　生年未確認
被調査者属性　　 ① 手樽漁協前組合長、② 不明、③ 現組合長、④ 土
井栄作財務、⑤ 不明、⑥ 漁業管理者、手樽漁協全組
合員















この地区は、現在 38 戸で、全部が漁業に関わっているわけではない。その中で震災前は 13
戸が牡蠣養殖を行っていた。震災後、3 戸が牡蠣養殖を続けることを断念したので、今は 10 名
が漁業組合員である。今後も全員が続けていけるか不安なところがある。






















37 戸の、この部落は 3 班に分かれている。1 月の第 4 日曜日に新年会をする。その時は皆が
公民館に集まり、宴会をする。地区全体の祭りは、熊野神社が春、八坂神社が 7 月である。




 2012 年 1月 14 日（土）、1月 16 日（月曜）
報告 者 名 岡田　浩樹 被調査者生年　　生年未確認
被調査者属性　　松島町文化財保護委員調 査 者 名 岡田　浩樹
補助調査者 小山　　悠



















幡谷地区は 12 の行政区であるが、7 地区（部落）からなる。小ヶ谷、細山崎、新田、品井沼 1、
品井沼2、中通、上幡谷、くぬぎ台。明治10年には60戸、これが大半は伊達さま以来の家であるが、






















高齢化でいろいろと問題がでてきた。今は 57 戸、夫婦でいる世帯は 3,000 円、一人暮らしは
1,500 円。総会は部落会に引き続きするので、ほとんど部落会と変わらない。役員手当は役員に
つく。役員は講中の法事などに行くために、お布施が必要で、3,000 円くらい包むからだ。役員
の任期は 2 年間。宴会の道具は 30 人分を持っているが、30 年前に講中で共同の祭壇を購入し、
これを使うことで、経費や出費を節約できるようになった。
神社祭祀






-　松島町根廻地区 2012 年 1月 15 日（日）
報告 者 名 岡田　浩樹 被調査者生年　　① 1930 年（男）、② 未調査、③ 未調査　
被調査者属性　　① 松島農園経営者、前根廻区長、② 話者①の妻、　　
　　　　　　　③ 話者①の娘

















5 人家族、夫婦、娘 4 姉妹、孫娘（姉）独身、孫娘（妹）、妻、大里から混入。22-3 歳結婚、
結婚 57 年目。結婚 50 年の祝いの席をやった。婿取り、長女は婚出、次女が婿取りで家を継ぐ
形にした。三女・四女は結婚して塩竃、仙台に住み、孫をあわせると家族は 20 名近くになる。




















うちは分家の分家で 3 代前に分かれて約 100 年たった。
・話者家は平家の落人という言い伝えがある。阿弥陀如来が話者家の守り（注、これは下根廻
の神社の本尊でもある点に注意）。根廻りに同族は23戸あり、屋号も櫓場、板が沢などついている。
多いときは根廻は 86 戸、今は 70 戸の後半くらいだが、5 班から構成されている。ここの地区（班）



















うちの場合は、ナガデマ 2 人、またいつも来る日雇い。14 歳くらいから雇われた。一般に雇い
主と雇われ人の関係は悪く、ヒヤトイは長続きしないことが多かった。
タケノコはこの地域の特産で、雇いもそのためであった。最近ではタケノコを共同販売し、こ














前まではやめる時には酒 1 升か 2 升を持ってきたものだが、随分気質も変わってきた。
神社および祭祀とムラの関係






















 2012 年 1月 28 日（土）、1月 31 日（火）
報告 者 名 岡田　浩樹 被調査者生年　　① 56 才（男）、② 生年未確認被調査者属性　　 ① 松島市役所職員をやめて 4年前から蠣養殖。② 話
者①の妻、名籠生まれ、育ち。子供は 4人。松島市役
所勤務



















自分は 4 日前に 900 本の刺し竹をしたところだった。この付近は堤防は 3 m 12 cm だか、その
堤防を越えて津波はこなかった。ただし作業場は地震で壊れた。地盤沈下が 60 cm ほどで、そ


















この付近の蠣は 1 年サイクル（広島は 2 年サイクル）。
1 間に 31 本刺し竹、左右に渡して 62 本、その間に渡し竹、これに 1 間に 5 本 30 本吊す、
600 本（連）となる。これが一棚。各自の労力に応じて棚の数は異なるが、棚一つあたりに「行
使料」がかかる。単位漁協にかかる。




1 棚をつくるには、1 本 800 円で 62 本、垂木（張りこ）が 300 円が 31 本、渡し竹が 1 列 5





蠣養殖しているのはうちがもっとも若い方で、他はほとんど 70 代。村は全部で 40 戸で、そ







蠣は仮殖棚から、沖合の方に他の漁協に借り賃を払い、育てる。9 月から 1 月末までが蠣向き。

































.　東松島市宮戸月浜 2011 年 12 月 10 日（土）
報告 者 名 俵木　　悟 被調査者生年 1964 年（男）






礫の撤去をしていた方が良かったかとも感じている。屋台の売り上げは、一日 1 万～ 1 万 5 千
円程度。そのうち 6 割ほどが利益になるという。
宮戸島には 4 つの浜（区）があり、漁業に関しては宮戸漁協（大浜・室浜）と宮戸西部漁協（里

























.　東松島市宮戸月浜 2011 年 12 月 10 日（土）
報告 者 名 俵木　　悟 被調査者生年　　1972 年（男）



















海苔養殖の共業化については、震災以前から、月浜でも 2 軒の養殖家が里浜の 5 軒と共同で























年中学 3 年生だった 1 名が抜け、次回の参加者は総勢 3 名となる。そのうち大将（参加者中最


























報告 者 名 俵木　　悟 被調査者生年　　1949 年（男）
















うことが、区の住民にも広く認められている。五十鈴神社の旧暦 3 月 18 日の例祭には、前夜に
幟を立て、ヨゴモリと称して地区の役員らを集めて直会をしている。当日は東名の塩竃神社の




月浜のえんずのわりは昭和 61 年に旧鳴瀬町の、平成 5 年に宮城県の、そして平成 17 年に国
















毎年の行事の実施以外には、1 月 21 日と 8 月 21 日の伊勢講（区の総会）に事業報告をする
くらいであった。
来年のえんずのわりの実施に関して

















































業以上で、とくに上限はなかった。だいたい 35 才くらいで退団した。漁協青年部は 40 才が定
年である。

.　東松島市宮戸月浜 2011 年 12 月 11 日（日）
報告 者 名 大沼　　知 被調査者生年　　1947 年（男）　
被調査者属性　　月浜区長（震災後の 4月から）、海苔養殖業調 査 者 名 俵木　　悟
補助調査者 大沼　　知
震災後の世帯動向
月浜の仮設住宅は、月浜、室浜、里浜からなっている。月浜から 34 軒（部屋）・談話室 1 部屋・
26 世帯、室浜から 3 世帯、里浜から 2 世帯という入所状況になっている。月浜では 7 世帯が松
島、矢本、仙台など外部へ居住を移しており、2 世帯が月浜を出て住所変更も行っていることから、






社に 15 ～ 16 人ほどが避難していて、民宿の送迎バスを使ってその人数とともに宮戸小に避難

















浜ではひらいていた。復興会議はだんだん回数を減らしていき、朝・夕の 2 回から夕の 1 回で
























化財である。行事の主な担い手は月浜に住む 7 ～ 15 歳までの男子で、岩屋と呼ばれる祠に籠り、















.　東松島市宮戸月浜 2012 年 1月 11 ～ 16 日（水～月）
報告 者 名 大沼　　知 被調査者生年　　
被調査者属性　　調 査 者 名 俵木　　悟
補助調査者 大沼　　知
平成 24年のえんずのわりの参加学年とその変遷
平成 24 年のえんずのわりは小学 5 年生を最年長とし、小学 5 年生 1 人（大将）、4 年生 1 人（副
大将）、3 年生 1 人（三番大将）の計 3 人で行われた。平成 23 年までは参加学年が小学 2 年生








保護者などを交えて行った会議にて、参加学年を小学 1 年生から高校 3 年生まで拡大すること
が決定された。
平成 24年えんずのわり・お籠り
平成 24 年のえんずのわりも例年通り 1 月 11 日から 16 日まで行われた。この 6 日間、子ども
達は学校が終わると岩屋に集合し、自分たちで食事を作り籠る。





























お籠りの間、岩屋にロウソクの寄進をしに、男性 1 名とその娘（孫 ?）がやってくる。そのロ
ウソクを副大将が貰い受け、そのお返しに大将が神棚のお神酒を振る舞った。男性は振る舞われ
たお神酒を飲み、子どもは飲む真似をし、「がんばってね」と声をかけて帰って行った。このロ
ウソクは 14 日の晩の集落まわりの際に、岩屋の内部に飾るもので、月浜の人は 14 日までにロ
ウソクを寄進しに岩屋を訪れる。
18 : 30 頃になると囲炉裏の火を消して、岩屋を出る準備を始める。岩屋を出ると子ども達は
風呂へ入りにいったん家に帰り、入浴後少し家で過ごしてから 20 : 30 ころに仮設の談話室に入
って就寝する。談話室には 3 人分の布団が敷いてあり、子ども達の母親が付き添い、翌日に子
どもたちを起こす時間を確認してから談話室を出て子ども達だけで寝る。



























え （ーい）…」の唱え事をご祝儀の数に合わせて言い（ご祝儀 1 つに対して 3 回唱える。2 つあ











22 時ころには家へ帰って風呂にはいり、その後談話室で就寝し 14 日を終えた。
15 日のご祝儀分配
15 日は 14 日のもらったご祝儀をえんずのわりに参加した子ども達に配る日である。これには
保存会会長である D 氏の立ち合いのもと民宿「かみの家」において行われる。子ども達はご祝
儀の入ったバッグをもってかみの家に向かい、そこでご祝儀袋から現金を取り出して合計金額を













.　東松島市宮戸月浜 2012 年 2月 16 日（木）
報告 者 名 俵木　　悟 被調査者生年　　1949 年（男）












































の会（※ 2）の 2 つで申し込み、採用された。前者は従来の活動を引き継いで、定置網や地曳網
などの体験メニューを用意し、後者は捕れた魚の産地直売を目指しており、2 つを組み合わせて











18 日のイベントがその第 1 弾となる。
（※ 1）奥松島体験ネットワークは、船などをもって体験事業を積極的に展開している民宿経
















.　東松島市宮戸月浜 2012 年 2月 16 日（木）
報告 者 名 俵木　　悟 被調査者生年　　1948 年（女）
被調査者属性　　 えんずのわり参加の子どもの祖母、漁業・海苔養殖・
民宿業
調 査 者 名 俵木　　悟
補助調査者 大沼　　知
今年のえんずのわり行事について









































































け軸が 1 つだけ残った（山の神講の 1 つと観音講が、震災時に偶然にも同じ家が当番になって









終わると次（4 番目～ 6 番目の家）に回していた。この場合、当番 3 軒のうち一番若い順番の家
を一番トエ（当家 / 当屋 ?）といって、その家で神様を受けとり、自分の家の神棚に上げる。伊
勢講は年に 2 度（1 月 21 日と 8 月 21 日）あるが、1 回ごとに当番を回す。

.　東松島市宮戸月浜 2011 年 2月 16 日（木）
報告 者 名 大沼　　知 被調査者生年　　1948 年（男）




































第 1 回目の市からのアンケートで、月浜で民宿業の再開を希望したのが鈴木家の 1 軒のみだ
ったが、それから何度か会議において民宿業の再開に関する質問や補助の願いを出していると、













.　東松島市宮戸月浜 2012 年 2月 17 日（金）
報告 者 名 俵木　　悟 被調査者生年　　1945 年（男）
被調査者属性　　えんずのわり参加の子どもの祖父、民宿業調 査 者 名 俵木　　悟
補助調査者 大沼　　知
今年のえんずのわり行事について、親族としての苦労など
少子化が進んで、すでに去年からこの 3 人（今年の行事に参加した小 5 ～小 3 の 3 人）でや




















































昨日の新聞（2 月 16 日付河北新報）に、平成 28 年に小中学校が統合するという話が出ていた
が、そうなるとバス通学になり、中学生でも参加に支障が出るかもしれない。




























/　東松島市浜市 2012 年 1月 13 日（金）
報告 者 名 木村　敏明 被調査者生年　　1944 年（男）




話者は石巻で被災し、震災後 2 日目の 3 月 12 日は浜市小学校の体育館で過ごし、その後東松
島高校へと避難所を移った。避難所は床下がコンクリートで非常に寒く、また足も伸ばせないほ
ど多くの人が避難していた。話者は心臓が悪く、通院していたこともあり、健康面を配慮して娘






浜市地区の人口は、135 世帯 470 人。地区は壊滅状態で、ほとんどの家が流出し、51 人が亡
くなり、1 人が行方不明である。
























昨年の 3 月 14 日に潮垢離行事について、浜市、宮崎町、熊野神社総代、役員 4、5 人で最終
打ち合わせが開かれることになっていた。




































浜市の全ての住民が石上神社の氏子というわけではない。135 世帯を 7 つの組に分け、行事、








/　東松島市浜市 2012 年 1月 13 日（金）
報告 者 名 赤尾　智宏 被調査者生年　　生年未確認（男）






































6 月に瓦礫と混じり合った状態で、鹿野家から 200 ～ 300 m 離れたところで半分に割れた臼
























/　加美町宮崎地区 2012 年 2月 6日（月）
報告 者 名 沼田　　愛 被調査者生年　　① 1943 年、② 1942　　
被調査者属性　　① 氏子総代会会長、宮崎獅子舞保存会の中心人物、
　　　　　　　　 ② 熊野神社禰宜、東松島市生まれ、妻が熊野神社宮司








選ばれた 18 名の氏子総代と、その経験者である顧問 1 名によって成る。部落ごとの総代の人数
は以下の通り。
部落名 人数 部落名 人数 部落名 人数
東川北 2 東町 1 南永志田 1
西川北 1 中町 1 北永志田 2
上小路一 1 上町 1 切込 1
上小路二 1 下町 1 寒風沢 1
下小路一 1 赤坂原 1
下小路二 1 西原 1
東川北と北永志田はどちらも 2 つの集落がまとまって一行政区となっているため、2 名選出とな
っている。『宮崎獅子舞』（千葉雄市監修・宮崎獅子舞保存会編、2004、p. 32）では、各集落の






熊野神社では毎年旧暦 3 月 15 日に春季例大祭を行っている。式年祭である御潮垢離神事は、









平成 23 年度に予定されていた日程は以下の通りである。4 月 15 日、熊野神社で神事を行った
あと、加美町から大崎市三本木を通って、東松島市浜市まで神輿を巡行し、浜市地区センターにて、
鹿野家に保管されていた臼に神輿を安置して神事を行う。4月16日、浜市地区センターを出発し、
海岸で御潮垢離神事を行い、宮崎に向けて発つ。4 月 17 日、春季例大祭として熊野神社で神事





達は威厳が強いという。御潮垢離には、各町の指達のうち 1 名を代表者として出し、3 名の指達
のみが浜市まで赴く。各町で指達の選出方法は異なり、家の並び順などが関係していると想像さ









輿の巡行は、20 年に 1 度（式年祭の御潮垢離神事がある年）にしか行っていなかった。しかし、「西
部」の住民にとっては、巡行の間隔が長いとどのように神輿が巡行したのか、集落でどう受け入
れたのかといったこととが分からなくなるという意見があった。そこで、平成 3 年からは 10 年










平成 24 年度の春季例大祭は 5 月 5 日に行う。平成 24 年は、旧暦 3 月 15 日は新暦 4 月 5 日、
旧暦閏 3 月 15 日は新暦 5 月 5 日であるが、閏年なので、新暦 5 月 5 日に行う。これはすでに神
社庁に届けも出している。
東日本大震災の影響
加美町宮崎から東松島市浜市への神輿の巡行は 20 年に 1 度のことであるため、氏子総代会で





平成 23 年 3 月 10 日には、ポスターとパンフレット（チラシ）が完成していた。3 月 16 日に
浜市と最終的な打ち合わせを行う予定であった。これは宮崎の氏子総代会で決めたことを、浜市
に連絡するための打ち合わせであった。今年度の式年祭（御潮垢離）は、4 月 15 日金曜日から



























話者 ① らは、昼食の提供などが終わった後も、浜市地区の様子を気にかけていた。話者 ① は
浜市の復興のようすを確認するために、平成 24 年 1 月に浜市や大曲周辺を訪ね、写真を撮って























近年では、昭和 6 年、昭和 26 年、昭和 46 年、平成 3 年に式年祭を行っている。昭和 26 年ま
では神輿の巡行を徒歩で行っていたが、昭和 46 年からはトラックに神輿を乗せて巡行した。ま
た、平成 3 年までは浜市地区では宮崎地区の参加者は浜市の民家に、2、3 名ずつ分宿していたが、
平成 23 年はかんぽの宿に全員で泊まる予定であった。
昭和 26 年の日程は次のようになっていた（話者 ① は、千葉雄市監修・宮崎獅子舞保存会編、
2004、『宮崎獅子舞』を見ながら述べる）。旧暦 3 月 11 日熊野神社を出発、12 日三本木に泊ま
り浜市に向かう。13 日浜市に到着して御潮垢離神事を行い浜市地区内を神輿が巡行する。14 日
浜市を出発する。15 日中新田に泊まり宮崎に向かう。16 日宮崎町内を巡行する。17 日熊野神







が下りないが、昭和 46 年と平成 3 年はトラックの荷台に神輿の守り役として 2 名（『熊野神社
潮行事記録』によれば昭和 46 年は 13 名）が便乗した。トラックはマルイ建設のものを使用した。
平成 3 年は、熊野神社で神事を行った後、社殿の前で獅子舞をしてから神輿の巡行は始まる（話





なお、昭和 26 年および昭和 46 年、平成 3 年の御潮垢離神事の記録を話者 ① が所有している。
これらは調査者が借用している。昭和 26 年より前の記録も残っているが、詳細な記録ではない






は少ない。現在は 50 歳以上のひとが通信に獅子舞を担っている。30 代のひともいるが、仕事が
あり参加が難しい。
保存会の前身は継承者の会といい、話者 ① はその代表を務めている（継承者の会は保存会内
に内包され存続しているのか ?）。保存会では、氏子各戸から年会費 500 円を集め、太鼓など用
具の購入費などにあてている。保存会の会費で購入したものは集会所に保管している。太鼓は、






話者 ① は小学校 4 年生から中学校 2 年生くらいまでは太刀振りなどをし、その後獅子愛しを
して、昭和 25 年から獅子舞を覚えた（話者の年齢と合わないため、昭和 35 年の聞き間違いか ?）。




以前は春季例大祭の 20 日前くらいに屋外で獅子舞の練習を行ったが、現在は約 10 日前に社
務所で練習している。





対象は小学校 5 年生から 6 年生で、平成 23 年度は女子児童の獅子が 1 組、男子児童の獅子舞
が 2 組、獅子愛しの役が女子児童 1 人・男子児童 1 人である。話者 ① によれば、児童は先輩達
が獅子舞をやっているのを見ているので、自分もやらなければならないという意識ができており、
やる気があるという。必要な道具は保存会の会費から毎年少しずつ揃えている。
児童の獅子舞の披露の場は年に数回ある。1 月が 6 年生から 5 年生への引き継ぎをして、3 月
の 6 年生を送る会（小学校主催）で 5 年生が舞う。4 月の 1 年生を迎える会（小学校主催）で新
6 年生が舞う。その後、新 6 年生と 5 年生で練習をしていき、熊野神社の春季例大祭のときに公










/　東松島浜市地区 2012 年 2月 7日（火）
報告 者 名 木村　敏明 被調査者生年　　1933（女）













































・3 月末より、釧路、札幌から 2、3 名、本部の栃木から 3 日間、立正佼成会のボランティアが
来た。自宅の床板をはがして、水で流し、塩、石灰を振って乾かしてもらった。
潮垢離


















・東日本大震災で、浜市地区では 55 名が亡くなり、1 名が行方不明になっている。








・8 月 16 日に灯籠を小野まで持って行き、流してもらう。そのときに花火も上げる。話者の家
には、立正佼成会に入っている浜市地区の人と近隣住民の灯籠が集められる。灯籠は、立正佼



















0　東松島市矢本大曲浜 2012 年 1月 28 日（土）
報告 者 名 岡田　浩樹 被調査者生年 ① 生年未確認、② 生年未確認、③ 74 才、④ 76 才
被調査者属性  ① 大曲浜獅子保存会会長・在宅介護サービス会社代表取締役、② 大曲浜獅子保存会副会長・仮設住宅自治会会長、④ 矢本在住。防衛庁の用地移転対象地になり、震災 1年前に矢本市内に移転。齋太郎節の数少ない歌い手。




















24）で放送され、東北放送でも 12 月 2 日に放送された。またもう一度放送する予定である（3






中には個人のつてで住宅に住んでいる者もいる（会長宅）。すでに 3 分の 1 は市外に出たかもし

れない。



























30 年代 : 現会長はその当時には生まれていない）
村の組織と相互扶助































































発　行　日 : 2012 年 3 月 30 日
製　　　作 : 笹氣出版印刷株式会社
)LVFDO<HDU5HSRUWRI'RFXPHQWDWLRQ3URMHFWIRUWKH)RONWUDGLWLRQDQG,QWDQJLEOHFXOWXUHLQ
7VXQDPLVXIIHUHGUHJLRQRI0L\DJL3UHIHFXWXUH9RO
E\*UHDW(DVW-DSDQ(DUWKTXDNH
>+LJDVKLQLKRQGDLVKLQVDLQLWRPRQDXKLVDLVKLWDPLQ]RNXEXQND]DLFKRVDQHQGRKRNRNXV\X
0L\DJLNHQFKLLNLEXQNDLVDQSXURMHNXWR+HLVHLQHQGREXQNDFKR³%XQNDLVDQZRLNDVKLWDNDQNR
VKLQNRFKLLNLNDVVHLNDMLJ\R´@
(GLWHGDQGSXEOLVKHGE\&HQWHUIRU1RUWKHDVW$VLDQ6WXGLHV7RKRNX8QLYHUVLW\
.DZDXFKL$REDNX6HQGDL-DSDQ
(GLWRULQFKLHI+LURNL7DNDNXUD
'DWH0DUFK'HVLJQ6DVDNL3ULQWLQJDQG3XEOLVKLQJ&2/WG
